
平成 24年 3月 24日

T17成 24年 度  6人 制 フレー )レσ)IIXり ]及し :ヽこつ い「 C

『平成24年度 6人制′レール取り扱い』について、3月 24日 の審判規則委員会合同会議において、
FIVBルール改正された点及び羽成23年度国内競技会の反省点から以下の点について重点を置き適用
することを確認いたしました。

リベロlc~関する事項

規貝」191 リベロ暁 名 (DESCNAT10N OF THE LIBEROl

19‐11 各チームは記録用紙の選手リストの中から,訓膏専門の選義 リベロを2人まで指名するこ
とができる。O課」411)

1912 すべてのリベロ|よ 試合開始前に記録用紙の所定欄に記載されなければならない。
FVB世界。公式大会で|ま すべてのリベロは記録用紙の所定欄にのみ記載する。

1913 監督により試合敵台前に指名された 1人のリベロ
'ス
ターティングリベロとなる。コート

上のリベロはアクティングリベロである.もう1人のリベロがいる場合|よ セカンドリベロと

なる。

1914 試含中いかほるときでもコートに立てるの1よ 1人のリベロだけである。
1915 リベロ|よ リベロの役割を担つている間,テームキャプテンにもゲームキャプテンにもなれな

い 。

規則19.3.2 選手のリプレイスメント (入れ替え)
19321 リベロと他の選手のリプレイスメント|&通常の選手交代には数えなしヽ

そのコ数に制限はなしヽ しかし (ラリーが完了せずに ぺ力 しティにより,ポジション4に

ローテーションし側

'■

ばならなくなつたり,アクティングリベロがプレーできなくなった

りした場合を除き)リベロのリプレイスメントを2回行う場合|よ 新たなラリーが完了した

後でなけ細ぎ2回目のリプレイスメントはできなしヽ

193122 アクティングリベロが入れ替わることができるのは もともと入れ替わつていた選手または
セカンドリベロのみである。

監督はラリーガ完了したとき|ま 理由を問われることなく,試合中いつでも アクティン

グリベロとセカンドリベロを入れ替えることができる。

19323 リプレイスメント|よ ポールがアウトオブプレーの状態で,サービスのホイッスル前でのみ
行うことができる

19324 各セットの開始時に1よ リベロは副審によるスターティングラインアップの確認が終わるま
で コートに入ることができない。

19325 サービスのホイッカレの後であっても サービスカ憲だ打たれていなけれ1よ リブレイ
スメントは拒否されなしヽ。しかし これは許可された手続きではなく,さらに再発の場合は
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遅延行為の罰貝Jを科すことを そのラリー終了後 ゲームキャプテンに伝え&
19326 リプレイスメントの遅れが再発した場合は プレーを直ちに止ぬ 遅延行為に対する罰則を

科魂 次にサービスを打つチームをどちらにするか|よ 遅延の罰則の内容により決定す&
19327 リベロとその入れ替わる選手は リベロリブレイスメントゾーンを通じてのみコートに出入

りできる。

49328 リベロとrLbG手のリプレイスメントはリベロコントロールシートに(もしも電子記録用紙
が回]されているなら,その電子記鋼電紙に)記載すみ

19329 不法なリベロのリプレイスメントは (主に)以下の事例を記
・ リベロリプレイスメントの間に完了したラリーがな幅
・ リベロと通常入れ替わる選手ではない選手と入れ替わ続
不法なリベロのリプレイスメントは ローテーションの反則と同様に扱う。

規則 194 新しいリベロの再指名 F DESlelA7 0N∝ A NWttBEROl
1941 リベロ2人を持つチーム
19411 リベロを2人持ち,そのうちの 1人がプレーできなくなった (退場 病気 負傷等)チー

ムは リベロ 1人で試合をすることができ&セカンドリベロはアクティングリベロとなる
再指名は認められないか 2人ともプレーの続行ができないと宣言された場合|よ この限り
ではなしヽ

1942 1リベロ 1人のチーム

19421 リベロが 1人しか記鋼用紙に登録されていない場合こ そのリベロがプレーできなくなっ
たと宣言されたときに|よ 監督はその時点でコート上にv しヽ地 の選手 (リベロと入れ替わ
つた選手を除く)を,試合終了までリベロとして再指名することができる。監督 (監督不在
の場合はゲームキャプテン)は再指名の要求を副審に伝えなけれまならない。

19422 もしも再指名されたリベロがプレーできなくなつた場合に|ま さらにリベロを再指名するこ
とができる しかし この場合|よ 元のリベロは試合に戻ることはできなしヽ

(注 )

①ラリーが、ノーカウントになったときは、リベロの交代はできない。

②サービス許可の吹笛前であれば、何度替わつていても良し、 (例えば、最初Llが入つたがL
2の方力月封子良かったので、L2に替わったなど)
③サービス許可の吹笛後、サービスが打たれる前に交代した場合は、ラリー終了後、ゲームキ

ヤプテンに注意力与 えられる。繰り返した場合は、プレーを直ちに止めて遅延の罰則が科せ

られる。この時のリベロの交代は認められない。ただし、ペナルティにより、リベロがポジ

ション4にローテーションしなければならなくなったり、アクティングリベロがプレーをで

きなくなった場合は、ラリーが完了していなくても交代力婦午される。
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(注 )

①リベロ2人のチームがリベロがの再指名を行う場合 :

そのチームは、 1人のリベロが、負傷や病気によリプレー続行できなくなったと判断した
とき、監督 (監督が不在のときはゲームキャプテン)が、中断中に副審に、 1人のリベロが
プレーを続行できなくなったことを申告する必要がある。この申告は、再指名の要求と同時
に行うこともできる。

冨1審は、その申告を記録員に記録用紙の特記事項欄に下記のように記載させる。この時点で、
このチームは、リベロ1人のチームとなる。申告した後、そのリベロが回復しても試合に出

場することはできない。

(記載例)

Aチーム、N0 14の リベロが負傷して、第 1セット13:14の とき競技続行できな
いと判断し、監督が申告してきた。

リベロの負傷/A/1(13:14)N。  14

②リベロが 1人になり、そのリベロが、負傷や病気になつた場合やプレーの調子力漂竪 場ヽ合は、

再指名をすることができる。再指名の方法は「リベロ1人のチーム」と同様に行う。リベロ

として再指名された競技者は、試合を通じてリベロとして試合に出場し、元のアクティング

リベロと同じユニフォームを着るか (番号は自身と同じものを付ける)、 ジャケットまたはビ

ブスを着用する。ジャケットまたはビブスは、各チームで準備をする。

③再指名する場合、リベロがコート上にいるときでもできる。

④プレーが続行できない (プレーの調子が悪い)と宣言されたリベロは、再指名をした時点で、
試合に戻ることはできない。

⑤リベロが退場や失格になった場合は、その制裁力続 いている間、再指名することができない。

19423  監督がチームキャプテンをリベロとして再登録することを求めた場合|よ この要求は認め
られるか チームキャプテンはリーダーとしてのすべての権利を放葉することになる

19424 もしもリベロの再指名があったとき|よ 再指名された選手の番号を記録用紙硼荷者欄とリベ
ロコントロールシート (または電子記鋼∃紙劇劇電されている場合|よ その電子記鋼電紛

に記載しなければならない。再指名された選手|よ 新しいリベロガリレー中であることを示

すジャケットまたはビフスを着用する。

(注)

① チームキャプテンがリベロとして再登録された場合は、以御ま新たにチームキャプテンを指
名する必要はなし、試合中はゲームキャプテンがキャプテンの責務を担う。

②試合終了後、リベロに再登録されたチームキャプテンが、記録用紙にサインをする。
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(注)

1 リベロの再指名の方法は、次のとおりである。
C監督がブザーを押し、副審に、口頭で「リベロの再指名」を要求する (ハンドシグナルは
示さない)。 その時ヽ リベロと再指名される選手は、リベロリプレイスメントゾーンに、ナ

ンバーパドルを使用する場合は、ナンバーパ向レを持って準備をして立っていなければな

らない。(再指名された競技者はビプスを着るか、アクティプリベロと同じユニフォームを

着る。しかし番号は自身と同じものを付ける)

0リベロが、コート上にいるときでも、再指名することができる。

●交代が遅れたり、準備ができてしヽない場合は、拒否され遅この罰則力樋用される。

②副審は吹笛し、記録員にリベロの再指名の要求であることを口頭で伝える。この際ハン

ドシグナルは示さない。

③記録員は、再指名した競技者が、リベロと交代した競技者でないことをアシスタント

スコアラーに確認し、片方の手を上げる。

C副審は、リベロの再指名を許可する。

⑤記録員は記録用紙の特記事項欄に、アシスタントスコアラーはリベロコントロール

シートのコラムに、それぞれリベロの変更を記載する。

(記載例)

Aチームカ奮 1セ ット13:14のときリベロの再指名の要求があった場合
(リベロNo 14、 再指名の競技者No 9)
く記録用紙> リベロの再指名/A/1(13:14)No 14→ No 9
<リベロコントロールシート>リ ベロの再指名の記範欄に記載する。

⑥記録員は、アシスタントスコアラーの記載力浣 了していることを確認したら、両手を

上げて副審に知らせる。富1審は、主審に両手を上げて知らせる。

2 セット間にリベロの再指名をしたいとき、監督はリベロを再指名することを副審に伝え
る。副審は、スターティングメンバーの確認をした後、リベロの再指名の手続きを行う。

規貝」195 退場と失格(EXPULS:ON AND DISQUAttF:CATЮ N)
もしもリベロカ鵬 鉄 格となっ砺 |よ チームのもう1人のリベロとすぐに入れ替わること

ができる チームに1人しかリベロがいない場含よ その罰貝」が続いている置 リベロなしで試含

をしなければならない。

2 正規の競技中断に関する事項

規貝」15 正規の試含中断 lREG∪LAR GAMEINTERRUPTЮNSl
正規の試合中断賎 タイムアウトと選手交代である

中断と1乱 ラリーの完了から,主審による次のサービスのホイッスルまでをいう
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規貝」152 正規の試合中断の要求
(REQUEST FOR REG∪ LAR GAMEINttERRUPT10NSl

1521 正規の試合中断|よ 監督により要求される 監督力不在の場合は ゲームキャプテンだけが要
求できる。

この要求|よ ボールがアウトオブプレーの状態こ サービスのホイッスルの前に,決められ
たハンドシグカ レで行う。

3 副審の責務に関する事項

規則 243 責務 lA∪丁HORITⅥ
2431 それぞねのセット開始時や最終セットのコートチェンジ時に必要に応じてコート上の選手の
位置がラインアップシートどおりであるかをチェックする。

2432 日J審 |よ 試合中,次のことを判定し ホイッスルして合図する。
多 321 相手コート,およびネット下ちの空間への侵λ (規則 112)
24322 レシービングチームのポジションに関する反則。α誤」75)
2323 選手か ネット下方の部分に触れ反貝」になる場合 または日St8Jのアンテナに触れたとき。

(t測 1131)
424 バックプレーヤーがプロックの完了をしたとき,またはリベロカワロックの試みをしたとき。

ノヽックプレーヤー,またはリベロがアタックヒットの反則をおかしたとま  (規貝」1333.
1462, 1466)

24325 ボールが外音靱 物体に触れたとき。α譲」.842840

24326 ボールがフロアに触れて 主審力枷 虫を確認できないとき。α讀」83)
24327 相手コートヘ向かうボールの全体またはその一部焼 纏側の許容空間外側を通過したとき,

あるいは副審側のアンテナにボールが触れたとま 0譲」843,84の

(注 )

①ラリーの完了とは、プレー上の動作により1点を獲得したときをいう。

②正規の競技中断の要求は、ラリーの完了から主審による次のサービスの吹笛までのFF5に要

求することができる (規則15)のでノーカウントになつた場合や試合を中断して遅IIEに
対する罰則を適用 (規則 19320))した場合には、新たな中断の要求は認めない。
③同一中断中に遅延の罰則を適用されたときは、そのチームの中断の要求は認められない。

(注 )

①リレール改正により、バックプレーヤーの判定を確実にできるような見方、位置取りをする。

②副審は、ネット上部の白帯の部分でも、プロッカーカ触れた場合は、タッチネットの反則

の吹笛をする。
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澱 」1

1131
1132

1133

規貝」1

1141

1142
1143
1444

4 ネットヘの接触およびネット近<の競技者の反貝」に関する事項

1.3 ネットヘの接触 (CONTACT WITH ttHE N副

選手によるネットヘの接角螂よ プレーの妨害にならない限り,反則ではない。

相手のプレーの妨害にならない限り,選手は支柱 ロープ またはアンテナの外側にあるネッ

トや他の物体に触れてもよしヽ

ボールがネットにかかり,その反動に相手がネットに触れても 反貝」とはならない。

14 ネット近 <の選手の反則 OAⅥ F SFALLTS ATT「 E NEFD

相手のフタックヒットの前 またはその最中に,選手ガ鴫手空間でボールもしくは相手選手に

触けつたとき。α販J4111)
選手がネットの下から相手空間日曼入し 本目手のプレーを妨害したとき。O諌」1421)
選手の片足 (両足)が相手コートに完全1日曼入したとき。(ガ誤」11222)
相手のプレーに対する (主な)妨害 (規貝」1134):

① ボールをブレーする動作中に,ネット上端の自帯 またはアンテナの上部80o mのどこ
かに触れること。

② ボールをプレーしながら同時にネットから支持を得ること。
③ 相手に対するアドバンテージをつくり出すこと。
④ 相手による正当なボリレヘのプレーの試みに対し それを妨害する動作をすること。

(注 )

プレーの後、相手コー トヘの侵入など反則力起 きることを防ぐためにネット (ネット全長 )

にぶらさがつたり、ネットの助けを借りていると判断した場合は、タッチネットの反則と

なる。また、相手のプレーに影響を与えていると判断したとき (アンダーロープに捕まった

場合も含む)、 タッチネットの反則となる。

5 選手交代に関する事項

規則 15.10 選手交代の手続き lSUBST「UTiON PROCED∪R曰

45.104 選手交代|よ 選手交代ツーン内で行わなければならなしヽ C課」143)
15102 選手交代|よ 記鋼用紙に記入し 選手のコートの出入りを許可するために必要な時F80より長

くかかってはならない。

45103a 選手交代の要求とは,正規の中断の間,プレーする鋼肩の整つた交代選手は選手交代ゾー
ンに入ることをいう。(ガ課」143)

15103b もしも前項のようでなけれは 選手交出編 めら
"、
チームは遅延行為により罰せられ

る。(ガ調」162)
1510‐ 選手交代の要求|よ 記録員がプザーにより。または副審がなイッスルにより通告する

FトンB世界・公式大会で|よ 選手交代を容易にするたぬ すンパーパトル]使用する。
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15104 1チームが2組以上の選手交代を同時にしようとするとき|よ 同一要求とみなせるように,
すべての交代選手が同時に選手交代ツーンに出向かなければならなしヽ この場合|よ 交代は

イ組ずつ連続して行われなければならない。

(注 )

①交代選手が準備ができていない場合は、その要求は拒否され遅延の罰則が適用される。
②複数の選手交代を要求したとき、1組の交代選手力渥れた場合、その交代は拒否される。
③複数の選手交代を要求したとき、組合せの中で不法な選手交代である場合と選手が準備で
きていない場合は、その交代は拒否され遅延の罰則が適用される。ただし、正しい交代や
遅れていない交代は認められる。
④複数の選手交代については、1組目が完了するまでは2組目はサイドライン上には
立たせない。

⑤交代選手がサービスの吹笛後にサブスティチューションゾーンに入つた場合は、拒否
をして不当な要求とする。
交代選手が、サービスの吹笛後にサブスティチューションゾーンに入り、このとき副審が
吹笛したり、記録員がブザーを鳴らした場合は、遅延の罰則力樋用される。
⑥複数の選手交代のとき、パドルを取りにベンチにもどるケースは拒否され、違延の罰則
が適用される。

*ナンバーパドルおよびブザーを使用しないときの競技者交代の手順
C交代競技者が、サブスティチューションゾーンに入つたら、副審が吹笛し、ハンドシグナル
を示す。主審もハンドシグナルを示す。
②副審は、ポールのそばで競技者交代をコントロールする。
C副審は、交代選手の方を向き、競技者をサイドライン上に止まらせる。
C副審は、コート内の交代する選手に手を挙げさせる。
⑤記録員は、交代できることを確認できれば、軽く手を挙げて合図を送る。交代できない場
合は記録員力浮を樹こ振
⑥副審は、記録員を確認し、手で合図をして選手を交代させる。
⑦記録員は記録用紙を記入して、完了したら両手を挙げる。
③複数の選手交代の場合は、 1組ずつ③から⑦の剰順を同様に行う。
⑨副審は、記録員を臨忍し、完了を主審に知らせる。
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リベロシステムの取り扱い変更 (改訂版)

現状の高体連特別71/―ルによるリベロシステムをシエアルールに移行する。

★ 平成 24年 4月 1日 より実施。
☆ リベロの交替は必ず 1ラ リーを挟まなければならない。

Pは選手を

Lは リベロを表す

従来の高校ルールではこの交替は同時に行われていたが、シエアの場合は必ずュフリーを挟まなければ

ならない。

平成 24年度の取り扱い

チームが間違ったリベロツプレイスメントを行い,審判員が指摘した場合は試合を通して各チーム 1

回目に限り,その間違いを教え反則とはせず,正しいリプレイスメントを認めた上で試合を再開する。

2回日以降は不法なリベロの交代として取り扱う。 (規則 19329,規則 75,規則 77)
審判員の指摘が

① サービス許可の吹笛前であれば,間違いを修正した後,正しいリプレイスメントだけを認めゲーム
を開始する。

② サービス許可の吹笛後からラリー完了前までであれば,直ちにゲームを止めノーカウントとする。
さらに間違いを修正した後,正しいリプレイスメントだけを認めゲームを再開する。

(ノーカウントではあるが前項Эとの関連から特例として正しいリプレイスメントだけを認める)

③ ラリー完了後であれば,たとえ 1回日の場合であっても不法なリベロの交代として取り扱う。 (規
則 193_29,規則 75,規則 77) またラリーの完了があるので,プレイスメントを認めて再開す
る。 (この場合は「1回日の教えたこと」として扱う。)

★ リベロ同士の交替が可能。

従来の高校ルールには存在しない。

リベロ同士のリプレイスメントは、 1ラ リーを挟んでいれ出可度でも可能。

★ リベロ再指名は、必ずしも怪我・病気でなくても良い。
但し、リベロが 1名 の時に限る。 (2名 リベロであっても、その内のI名 が怪我 病気でリベロ

の機能を果たしていない場合はリベロ1名 と考える)

再指名をした後,元のリベロはその試合に再びコー トに戻ることはできない。
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